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賢 二・ 林

緒    言

前報においてQ2), 露地メロンおよびナスにポリエチ

レンフイルムのマルチング処理を施すことにより,両作

物の生長が著しく促進され,また収量も増加することを

認めた。さらにそれらは,生育前期におけるNARが ,

処理によって著しく高めらかることによっていることも

明らかにした。作物の地上部の生長と根の活性との関係

は,きわめて密接であり, このような生長促進をもたら

すマルチング処理も,養分吸収との関連が強いものと思

われる。養分吸収に直接関与する要因の中で,根の活性

と,土壌養分の多少とが,と くに重要と考えられ, これ

らに対するマルチングの影響を明らかにすることは,マ

ルチング処理による生長促進効果を解明する上で,きわ

めて重要と考えられる。

本試験は土壌養分と養分吸収量におよぼすマルチング

処理の影響を明らかにし,も って養分吸収の面から露地

メロンおよびナスに対するマルチング処理の生長促進効

果を検討しようとしたものである。

材 料 お よ び 方 法

試験は1971年 5月 から 72年 3月 にかけて,本学砂丘

利用研究施設において行なわれた。1971年においては,

ナス (品種長岡長ナス)を供試し,上壌養分合量と養分

吸収におよぼすマルチング処理の効果を調べた。上壌は

砂丘土壌と壊上の2種類を用意し,処理,無処理の2区

を設け5月 1日 にハウス内で60日 間育苗されたナス苗を

株問50釦に定植した。フイルムは,厚さ0,03mmの透明フ

イルムを用い,畦は巾60cmと し,肥料はN・ PCKと も
に成分量で10,あたり30彰 相当量を施用した。Nは 硫

安, Pは過リン酸石灰,Kは塩化カリを用いた。
これらの各処理区の上壌について, 5月 24日 , 7月 8

日, 3月 10日 の3国 ,畦の中央部における地下20calま で

の上壌を採取し養分合量を測定した。測定した成分は,

N H4~N,N03~N,置 換性カリ, 酸可溶性リンの4成

分である。それぞれの成分の抽出ならびに定量方法は,

石沢修一編土壊養分分析法(2)に よった。

またこれとは別に砂丘土壌におけるマルチング処理区

と無処理区のナスを, 2～ 3週間ごとに堀上げ,NoP
oK・ Ca・ Mgの合量を測定し,それぞれの時期にお
ける吸収量を推定した。Nの定量はケルダール法, Pは

モリブデン青による比色法, Kは フ レームフォトメー

ターにより,ま た Ca,Mgは キレート滴定法によりそ

れぞれ定量した。

1972年においては,露地メロン「新芳露」を供試し,
マルチング処理が養分吸収におよぼす影響と土壌養分合

量とにおよぼす影響を調査した。畦巾150cm,畦間100C皿

の畦にマルチング処理区と無処理区を設け, 5月 1日 に

株間 lmの間隔でメロン苗を定植した。

施肥は全量元肥とし,N.P・ Kそれぞれを成分量で
10ク あたり30形になるようにCDU化成 (1515-15)を
施用した。定植後15～20日 ごとに株元と畦肩の中間部よ

り,地表～地下20cmの部位の上壌を採取して,NoP・
Kの合量を測定した。 測定方法 はナスの場合と同様で
ある。また同時に15～20日 ごとに両区のメロンを堀上げ

てN・ PcK・ Cao Mgの 合有量を測定し,各時期にお

ける養分吸収量を推定した。

一方これとは別に,マルチング処理がどの生育ステー

ジにおける養分吸収を促進するかを明らかにするため,

マルチング処理期間が,定植時より15,30,50,65,87

日間および無処理の計 6区を設け,それぞれの区の養分

吸収量を測定し,比較検討を加えた。

また1972年の5月 から7月にかけて,面積 1雷,深さ

lmの排水型ラインメーターを用い,無植生の状態にお

けるポリエテレンマルチが,養分流亡におよぼす影響を

調査した。

土層は50側になるように, ラインメーバーの下部は砂

利で満した。畦は巾60cm,長 さlmと し,また高さは 5

Cmの平畦とした。これに巾70m,厚さ0,03mmの透明ポリ
エチレンフイルムをマルチングした。肥料は硫酸アンモ

ニア,第 1リ ン酸ソーダ,および塩化カリを用い,それ

ぞれ成分量で10,あたり20彰相当量を,マルチングに先

立って表層 5 cmの上壌に均―に施用した。

流亡液は毎日測定し,一部を N・ P・ Kの分析に供
した。流亡液中の N H4~Nはネスラー試薬による比色

法,N03Nは フェノール硫酸で発色させた後比色計に
より, Pはモリブデン青による比色法で,またKは フレ

ームフォトメーター法によりそれぞれ定量した。

結     果

1.養分の流亡におよぼす影響
マルチング処理が N・ PおよびKの流亡におよばす

影響をみた結果,第 1図のとおりであった。

Nについてみると,流亡量の大部分は N o3Nで し

められ,N H4~Nと しての流亡はきわめて少なかった。

両区とも処理開始後30日 までの流亡量は,きわめて少

なかったが,無処理区においては30～36日 の間 の36.6
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中の養分含量の推移をみると第 2図に示されるとおりで

ある。全N合量は処理開始後60日 前後の頃までは,明 ら

かにマルチング処理区が高い値を示していた。
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Fig, 1. E£ £ect of Polyethylene film mulch on

leaching oE soil nutrients N, P and K.

llln,36～ 42日 の間の 132.2mmの降雨によって,施用量の

約90%が N03Nと して流亡した。
いっぱうマルチング区では,36日 ～48日 の頃にやや多

くの流亡がみられたが, この時期までの N03Nと し
ての流亡量は,無処理区の約ウるに過ぎなかった。
N H4~Nは ,No3 Nに比べると流亡量そのものはき
わめて少なかったが,終始マルチング処理区の方が多い

傾向にあった。

最終の全流亡量を比較すると,マ ルチング処理区は無

処理区の約 4分の1の流亡に止まっていた。

次に Kの流亡についてみると,処理 6日 後からすで
に無処理区の流亡量がマルチング処理区より多い傾向に

あり,以後もこの傾向は変らなかった。最終の累積流亡

量を比較すると,マルチング処理区は施用量の 6.5%が

流亡したことになり,一方無処理区は25%も の流亡を示

しており,マルチング処理はKの流亡を約ウ4に抑制した

ことがうかがわれた。

他方 Pの流亡におよぼすマルチング処理の影響をみ

ると,流亡量が NぉょびKに比べてきわめて少なかっ
たが,処理区は無処理区より少ない傾向にあった。
2.土壌中の養分合量におよばす影響
露地メロンにマルチング処理を行なった場合の,土壌
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Fig, 2. Effect of Polyethylene fil■ l mulch on
N,P and K contents in CPvθク解,s″¢力 L.

growing soil.
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N H4~Nは 処理30日 後の頃までは処理区の方が高い傾

向にあったが,その後は無処理区をやや下回っていた。
N03~Nについてみると,無処理区の合量が怒始きわ

めて少なかったのに対し,マルチング処理区はかなり多

い合量を示していた。

置換性のK合量についてみても,マ ルチング処理区が

無処理区よりも多い傾向にあった。

酸可溶性 Pの合量は,マ ルチング処理区に多く, と

くに処理15～ 30日 後に無処理区との間に著しい差がみら

れた。

砂丘土壊と壌上についてナスのマルチング処理を行な

った場合の土壌養分合量の推移をみると,第 3図に示さ

れるとおりである。

まず NH_Nに ついてみると, 壌上においては処理
間の差が少なく,マルチング処理の影響は明らかでなか

」un.   Jun.
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―
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ったが,砂丘土壌においては,マルテング処理区の合量
がきわめて多い傾向にあった。いっばう N03~Nに つ
いては壌上において顕著な差がみられ,マルチング処理

区の合量が著しく多かった。また砂丘土壌においても,

マルチング処理区の合量が多い傾向を示した。

Pについてみると,処理間における差は,両土壌とも

少なく,わずかにマルチング処理区の合量が多い傾向に

あった。

K合量についてみると, 壌土においては 5月 24日 ,

7月 8日 のいづれにおいてもマルチング処理区の合量が

多い傾向にあったが,実験終了時においてはほとんど差
を認めなかった。また砂丘土壌においては,処理 3～ 4

週間後まではマルチング処理区の合量が多い傾向を示し

たが,以後は両区の間にほとんど差を認めなかった。

3.養分吸収におよぼす影響
マルチング処理が露地メロンの養分吸収におよぼす影

響をみると,第 4図のとおりである。
Nについて生育期間中の全吸収量をみると, マルチ
ング処理区が11.8夕 ,無処理区では5,2夕 と, 処理によ

N   P  K  Ca  Mg
Fig. 4. Effect of Polyethylene film mulch

nutrients uPtake fOr growing period
C″ひク″ゲs物ヮ′οL. cultiver Shinhoro.

十二正三十COntrol tt Poly.mulched

って約 2倍もの吸収量の増加が認められた。

また Kにおいては無処理区の吸収量が 7.9夕 でぁっ
たのに対し,マルチング処理区は15夕 と,約 2倍の吸収
量を示し,Nと 同様に処理によって著しい吸収量 の増
加が認められた。

Pについて全吸収量をみると,吸収量は NeKに 比
べるときわめて少なかったが,無処理区の吸収量が 1.2

夕であったのに対し,処理区は 27夕 と,ゃはり処理に

ょって2倍以上の増加が認められた。

一方 Caの吸収量については,先の NoP・ Kに比
べるとマルチング処理の影響はやや少なく,処理による

吸収量の増加は約50%に とどまった。 また Mgについ
ては, これよりさらに影響が小さく,処理による増加は
20%に しか達しなかった。

次に露地メロンの生育に伴う吸収量の推移をみると,

第 5図のようになる。すなわちマルチング処理区,無処
理区とともに, 5月 上旬～下旬においては各成分とも吸

収量が少ない。しかし6月に入るとマルチ ング処理区

は,急速に増加して無処理区を大きく上回る吸収量を示
していた。これに対して無処理区は6月下旬までの吸収

量はきわめて少なく, 7月上旬に至ってはじめて急速な

増加を示していた。

ナスの養分吸収におよぼすマルチング処理の影響をみ

た結果は第 6図および第 7図のとおりであった。
Nについて生育期間中の全吸収量をみると, 第 6図
に示されるとおり,マルチング処理によって約 1・ 8倍の

吸収量の増加がみられた。しかしながら Kの全吸収量
についてみると,マルチング処理による増加は,わずか
20%に とどまり,露地メロンにおいて約 2倍もの増加が

みられたのに比べると,ナスの K吸収におよばす影響
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Fig. 6. Effect of polyethylene film mulch on

nutrient uptake for the growing period on

Sο力″夕物 物ヮ乃″
『
¢″ク L.

E三:I COntr。 1  物物ク Poly.mulched

は著しく小さいことがうかがわれた。

また Pについても,マルチング処理の影響は少 な
く,処理によってわずかに吸収量の増加が認められる程

度であった。Caの吸収量についてみると, P・ Kに比
べてやや処理効果が大きく,約40%の増加をみた。
Mgの吸収におよぼすマルチング処理の効果は,露地
メロンの場合と同様に,わずかしか認めることができな

かった。

次にナスの生育に伴う吸収量の推移をみると第 7図の

ようである。Nの吸収は5月下旬から, マルチング処
理により著しい増加を示し,終始無処理区を上回る吸収
量を示していた。またKの吸収量の推移をみると,マル

V  lヽay 」un. Jun.  Jul.  Jul.
15   5    19    8    28

Fig. 7. Fffect of Polyethylene film mulch on

nutrient uptake with growth o£  SOみ″ク″

2PP診′ο″F♂″α L.

0:N  OIP  △ :K
回 :Ca   × :Mg
___hrulched ――――Control

チング処理区の方が生育期を通じてやや多い傾向にあっ

たが,両区ともほぼ平行的な変化を示した。
P oCaについては,マルチング処理により1日 あた

りの吸収量が多くなる傾向にあったが,露地メロンにい

おてみられたほどの吸収の促進はみられず,両区の差は

少なかった。

4.根の養分吸収能におよぼす影響

第 5図および第 7図の結果をさらに解析し,根乾物 1

フが 1日 に吸収する養分量を推定すると第 8図のとおり

でっあた。すなわち露地メロンにおいては,マルチング

処理により植付直後から6月 中旬までの吸収能が著しく

高められていることがうかがわれ,また6月 中旬以降に

おいては,無処理区よりも低くなることが認められた。
一方ナスについてマルチング処理と根の養分吸収能の

関係をみると,処理によって5月下旬から6月 中旬に至

る間の吸収能が著しく高められていることが認 め られ

た。

これらのことから,露地メロンおよびナスにおけるマ

ルチング処理は,生育初中期における根の養分吸収能を

者しく強めることがうかがわれた。

5,マルチング処理期間と養分吸収

マルチング処理期間と露地メコンの養分吸収との関係

をみた結果,第 9図の結果を得た。
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Fig. 8. E£fect of Polyethylene film mulch on
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5月 1日植付けの場合,マルチング処理期間が30日 ,

すなわち5月 中のときは, Kと Nとにおいて吸収量が

やや多くなる程度で,各養分の全吸収量の増加に対して

の影響は小さかった。しかし処理期間が約50日 で, 6月

中旬まで処理が続けられると,N・ Kぉょび Caにおい

て著しく吸収量が増加した。

処理期間が60日 以上,すなわち6月下旬～7月下旬ま

で処理が続けられた場合,各成分ともに処理期間に比例

して全吸収量が多くならた。最も著しい増加を示した時

期は30日 ～50日 目すなわち6月上旬～中旬であった。

ポリエチレンフイルムのマルチング処理は,土壌養分
とくに Nと Kの流亡を著しく抑制する。
Nの流亡は,その大部分が N03~Nの形で降雨,灌
水による浸透水とともに下降することによっている。マ

ルチング処理は降雨,灌水の上壌面への直達を妨げ,急

激な浸透水の下降を抑え,しかも地温を著しく変化させ

ることによって,上壌水分の挙動を著しく変化させてい

る。これらのことが,マルチング処理そのものは硝酸化

成をむしろ促進していると考えられるにもかかわらず,

N08~Nの流亡を,ま た Nにかざらず Kその他の流
亡しやすい成分の流亡をも強くおさえているものと思わ

れる。

露地メロンおよびナスの栽培条件下の上壌における,

各養分の合量をみると,Nで は N HttNよ りも N03~
Nの合量が特に処理区に多いことが認められる。 Kにつ

いても処理区の合量が多い傾向にある。

このようなことは,他の疏菜類のマルチング処理にお

いても同様の傾向にあることが認められている。(7)(3)(9)

したがって,マルチング処理を施した土壌の養分合量

が長期にわたって多く保持されるのは,先にのべた養分

流亡の抑制効果にもとずくものと考えられる。

一方根の養分吸収は,地温 。水分・PHな ど直接根の
活性に関係する(1)(Ю)土壌環境のほかに,土壌養分含量
の多少にも影響される(5)こ とはぃうまでもない。 した
がってマルチング処理は土壌養分の面で,養分吸収を有

利に導くような要因を作り出しているといえよう。

次にマルチング処理が根の養分吸収能におよばす影響
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をみると, 5月 ～6月 中旬における吸収能が,処理によ
摘     要

って著しく高められている。マルチング処理の主効果が

地温上昇にあること,(1つ ならびに生育初期～中期にお  1.ポ リエテレンフイルムのマルチング処理が,露地メ
ける吸収能が処理によって高められることなどから,マ  ロンとナスの養分吸収におよばす影響を調査した。
ルチング処理による地温の上昇が, Singhら のいうよ  2,マ ルチング処理は, 上壌中のN Oe― N,Kの 溶脱
うに適温域以下にあった根を活性化させ,ひいては養分  を強くおさえ, 土壌中における N, P合量を長期にわ
吸収能を増大させる(6)も のと考えられる。 そしてこの  たつて高く保った。
ことが養分吸収量を多くし,ひいては物質生産を促進  3.露 地メロン「新芳露」の養分吸収量は,マルチング
し,お う盛な生長をもたらすと考えられる。       処理によって著しく増加し,N・ P・ Kぉょび Ca合量
露地メロンとナスの養分吸収におよぼすマルチング処  は,無処理区の約 1・ 5～ 2倍にも達した。
理効果の差異についてみると,メ ロンにおいてはマルチ  4.マ ルチング処理によって,生育前期の 5～ 6月 上中
ング処理により,Mgを のぞいて N・ P・ K ecaの 4  旬における露地メロンおよびナスの根の養分吸収能が著
成分はいづれも 1.5～ 2倍に吸収量が増加している。   しく高められ,ま た6月 上中旬における吸収量が特に増
一方ナスでは,処理により Nと Caが 15～ 1,8倍に  加した。
増加しているが,他の成分については約 1・ 2倍程度にと  5。 以上のことから,マルチング処理は,養分吸収を促

どまり,メ ロンに比してマルチング効果が低い。     進することによって,両作物の生長を促進することがう
このような作物の種類間差異は,根の養分吸収に関す  かがわみた。
る生理的特性の差に基くものと考えられるが,さ らに根
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